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12
月
11
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
、
７
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
、
全
て

を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

主
な
審
査
は
次
の
通
り
で
す
。

　

『
下
呂
市
道
の
温
泉
駅
「
か
れ
ん
」

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
』
と

『
下
呂
市
ゆ
っ
た
り
館
及
び
下
呂
市
金

山
温
泉
ス
タ
ン
ド
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
』
は
、
関
連
が
あ
る
も
の

と
し
て
一
括
審
査
し
ま
し
た
。

　

指
定
期
間
を
２
年
と
し
た
理
由
と
赤

字
と
な
っ
て
い
る
両
施
設
の
指
定
管
理

料
を
０
円
と
し
た
理
由
は
、
『
公
の
施

設
の
見
直
し
の
中
で
、
譲
渡
民
営
化
を

目
指
す
施
設
と
な
っ
て
い
る
た
め
継

続
的
に
検
討
』
『
熱
源
を
灯
油
か
ら
電

気
式
に
切
り
替
え
経
営
を
見
直
し
た
』

『
こ
の
地
域
の
賑
わ
い
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
』
『
地
域
の
火
を
消
し
て
は
い

け
な
い
と
の
指
定
管
理
者
の
思
い
な
ど

を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
』
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
国
土
交
通
省
の
地
方
創
生
の
核

と
な
る
優
れ
た
道
の
駅
に
対
し
て
応
援

す
る
「
重
点
道
の
駅
」
に
申
請
し
た
こ

と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
道
の
駅
「
か

れ
ん
」を
含
め
周
辺
に
は
病
院
・
サ
ニ
ー

ラ
ン
ド
・
ゆ
っ
た
り
館
な
ど
の
施
設
が

あ
り
、
地
域
福
祉
や
少
子
高
齢
化
に
対

応
し
た
防
災
の
拠
点
、
観
光
の
総
合
窓

口
、
地
域
の
交
流
と
安
ら
ぎ
の
場
な
ど

と
し
て
企
画
書
を
提
出
。
認
可
さ
れ
れ

ば
今
後
、
周
辺
の
整
備
と
有
効
活
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

他
に
『
下
呂
市
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
』
は
、

市
で
独
自
に
利
用
で
き
る
事
務
の
追
加

と
情
報
連
携
す
る
た
め
の
規
定
を
設
け

た
も
の
で
『
厳
格
な
取
扱
い
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
住
民
周
知
に
努
め
る
』

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
16
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
さ
れ
た
７
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た

結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
補
正
予
算
の
主
な
も
の
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

一
般
会
計

補
正
額	

５
８
５
１
万
円

補
正
後	

	

２
１
１
億
１
２
８
０
万
円

９
特
別
会
計（
補
正
は
５
特
別
会
計
）

補
正
額	

３
１
５
６
万
円

補
正
後	

	

１
２
９
億
２
８
７
２
万
円

３
企
業
会
計（
補
正
は
１
企
業
会
計
）

補
正
額	

２
３
０
１
万
円

補
正
後	

	

２
２
億
８
５
３
５
万
円

一
般
会
計
歳
入
補
正
の
主
な
も
の

一
般
会
計
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

予  

算  

特  

別  

委  

員  

会

付
託
さ
れ
た
７
議
案
は
可
決
す
べ
き
も
の
に

一
般
会
計
で
は
約
５
千
８
百
万
円
を
増
額
補
正

◎
萩
原
南
・
金
山
保
育
園
指
定
管
理
料
余
剰
金

（
Ｈ
26
指
定
管
理
料
の
精
算
）	 	

５
７
１
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
保
険
基
盤
安
定
国
庫
負
担
金

（
制
度
改
正
に
伴
う
）　　

１
８
５
８
万
円

◎
保
育
所
保
育
料（
新
制
度
に
伴
う
利
用

者
負
担
区
分
の
変
更
に
よ
る
減
額
）

	 

△
１
４
４
２
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
保
険
基
盤
）

繰
出
金（
制
度
改
正
に
伴
う
増
額
）	

３
７
１
７
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
保
険
基
盤
安
定
県
負
担
金

（
制
度
改
正
に
伴
う
）　
　

 

９
２
９
万
円

◎
市
町
村
振
興
協
会
交
付
金（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
分
）の
確
定	　
　
　

				

１
２
４
７
万
円

◎
保
育
所
給
食
代（
新
制
度
に
伴
う
負
担
区
分

の
変
更
に
よ
る
増
額
）　　

 

７
４
２
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計（
事

業
勘
定
）歳
出
補
正
の
主
な
も
の

◎
一
般
保
険
者
療
養
給
付
費
の
支
出
実
績

に
よ
る
増　
　
　

１
億
３
７
３
７
万
円

◎
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
の
支
出
実

績
に
よ
る
増　
　
　
　

  

９
２
９
万
円

◎
後
期
高
齢
者
支
援
金　

事
業
給
付
金
の

決
定
に
よ
る
減　
　

△
６
１
２
９
万
円

◎
介
護
納
付
金　

納
付
金
の
決
定
に
よ
る
減

△
５
５
３
７
万
円

4月から新しい指定管理者となるゆったり館

総  

務  

教  

育  

民  

生  

常  

任  

委  

員  

会

◎
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業　

地
域
型

保
育
給
付
負
担
金（
事
業
所
内
保
育
所

の
給
付
単
価
確
定
）　　

７
５
９
万
円

◎
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業

（
森
林
経
営
計
画
作
成
に
伴
う
事
業
の

増
額
）	　
　
　
　
　
　

		  

７
８
１
万
円

◎
保
育
所
公
設
民
営
事
業（
年
度
協
定
締
結
に
伴

う
指
定
管
理
料
の
確
定
）			

△
７
８
５
万
円
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産  

業  

経  

済  

常  

任  

委  

員  

会

昨年より入場者が増えた下呂温泉合掌村

　

12
月
15
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
請
願
１
件
、
議
案
５
件
を
審
査
し
、

全
て
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
主
な
審
査
は
次
の
通
り
で
す
。

　

猟
友
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
請
願
の
要

旨
は
、
「
下
呂
市
の
農
林
業
に
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
有
害
鳥
獣
駆
除

後
の
焼
却
施
設
及
び
処
理
体
制
を
下
呂

市
と
し
て
整
備
す
る
よ
う
求
め
た
」
も

の
で
す
。
委
員
よ
り
鳥
獣
被
害
の
実
態

や
、
他
地
域
の
処
理
施
設
整
備
な
ど
の

現
状
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
、
『
農
業
被
害
は
５
年
間
の

累
計
で
１
億
余
を
超
え
る
金
額
だ
が
、

丹
精
込
め
て
作
っ
た
作
物
を
獣
害
に
よ

り
奪
わ
れ
る
こ
と
は
、
金
額
よ
り
農
業

を
通
し
て
地
域
を
守
る
意
欲
を
減
退
さ

せ
る
こ
と
に
繋
が
る
』『
猟
友
会
の
方
々

の
負
担
軽
減
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
』

『
育
林
し
た
木
々
の
皮
を
食
べ
ら
れ
、

木
材
価
値
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
林
業

業
者
・
林
家
に
と
っ
て
金
額
被
害
と
共

に
生
活
意
欲
の
減
退
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
る
』
『
高
齢
者
に
と
っ
て
農
作
業

は
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
行
っ
て

い
る
人
も
い
る
。
そ
の
様
な
観
点
か
ら

も
有
害
鳥
獣
駆
除
は
重
要
』
『
昨
年
実

績
で
鹿
２
４
０
０
頭
、
猪
６
０
０
頭
を

捕
獲
し
て
い
る
が
、
い
た
ち
ご
っ
こ
。

県
下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
有
害
鳥
獣

駆
除
実
績
を
生
か
し
、
捕
獲
と
処
理
の

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
願
う
』
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
全
会
一
致
の

賛
成
で
請
願
を
採
択
す
べ
き
も
の
と
し

ま
し
た
。

　

不
動
産
の
譲
与
に
つ
い
て
は
、
長
引

く
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
る
厳
し
い
経

営
環
境
に
鑑
み
、
市
と
木
曽
三
川
水
源

造
成
公
社
と
南
ひ
だ
森
林
組
合
と
の
協

議
で
分
収
割
合
の
見
直
し
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
馬
瀬
下
山
の
分
収
造
林
地
に

お
け
る
立
木
の
市
の
持
ち
分
の
30
か
ら

20
％
又
は
18
％
に
減
ら
し
、
造
林
費
用

負
担
者
で
あ
る
木
曽
三
川
水
源
造
成
公

社
に
譲
与
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　

下
呂
温
泉
合
掌
村
で
は
、
経
営
改
善

計
画
に
基
づ
き
、
実
態
と
比
べ
過
大
に

な
っ
て
い
る
資
産
評
価
額
の
見
直
し
な

ど
を
行
い
、
累
積
欠
損
金
を
解
消
し
、

資
本
を
適
正
な
規
模
に
す
る
た
め
の
処

理
を
行
い
ま
し
た
。
よ
り
健
全
な
財
政

基
盤
を
確
立
す
る
た
め
の
国
の
指
針
や

法
令
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。

　

議
案
審
査
を
終
え
、
飛
騨
農
業
協
同

組
合
よ
り
提
出
さ
れ
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意

内
容
が
国
内
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
の
分

析
開
示
と
万
全
な
国
内
対
策
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
に

つ
い
て
協
議
し
、
委
員
会
と
し
て
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
５
議
案
は
可
決
す
べ
き
も
の
に

請
願
１
件
は
採
択
す
べ
き
も
の
に

今回の定例会において国へ提出することとなった意見書

ＴＰＰ合意内容が国内農業に及ぼす影響の分析開示と万全な国内対策を求める意見書

　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉の閣僚会議
は、10月５日に大筋合意内容を発表した。
　その内容は農林水産分野の重要５品目に関して、
国会決議を反故にした内容であると共に、今回一
連の交渉が初期段階から一貫して政府からの情報
開示なきまま進展し、さらに大筋合意発表後の政
府見解は、ＴＰＰのメリット強調に終始している
状況からは、今後、農業生産の現場が抱える不安

や疑念に対して真摯に向き合い、国内農業への対
策が万全に行われるかが不安である。
　よって、国においては、農業分野における影響
を早急に分析・開示すると共に政府が公言した「国
内農業は守る」ために必要な事項について、万全
な国内対策を構築することを強く求め、地方自治
法第 99条の規定により意見書を提出する。




